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長野市農業委員会 第５回総会議事録 

 

１ 日 時   令和５年６月 30 日（金） 

        開始時刻 午後１時 30 分  終了時刻 午後３時 52 分 

２ 場 所   会議室 141（第一庁舎４階） 

３ 出席委員 

１番 阿部 孝二    ２番 北村  守    ３番 駒村 保幸 

４番 青木  保    ５番 久保田清隆    ６番 野池  久 

７番 長谷部 孝    ８番 小池 知永    ９番 渡邉 美佐 

１０番 小林 清男   １１番 清水  貢   １２番 鈴木啓佐利 

１３番 奥山 雅茂   １４番 山夲 忠宏   １５番 祢津 光博 

１６番 北澤 万正   １７番 横山 幸季   １８番 髙木喜久夫 

１９番 曽根 信一   ２０番 花見ひとみ   ２１番 近藤 利章 

２２番 宮﨑 治夫   ２３番 善財 良治   ２４番 佐藤  隆 

２５番 和田  修 

４ 欠席委員 

５ 会議に出席した職員 

   農業委員会事務局 

   事務局長 上田 哲夫  主 幹 熊井 孝夫  事務局長補佐 松橋  泰 

事務局長補佐 笠井 英明   係 長 曽根 明美   係 長 駒村貴久美 

   係 長 倉島 友美  主  事 岡田 悠希 

   農業政策課 

   課長補佐 神田 峰雄  主  査 高澤 佑貴 

   商工労働課 

   課長補佐 堀内 健司 

６ 議 事 

(1) 農地法等に係る事項について 

  議案第 47 号 農地法第３条の規定による許可申請について 

  議案第 48 号 農地法第５条の規定による許可申請について 

  議案第 49 号 農地法第３条の規定による許可取り消しについて 

  議案第 50 号 農地法第５条の規定による許可取り消しについて 

  議案第 51 号 農振除外等に係る意見聴取について 

  議案第 52 号 非農地決定について 

  報告第 14 号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出について 

  報告第 15 号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出について 

  報告第 16 号 農地法第４条の規定による農業用施設（２ａ未満）の届出について 

(2) その他農業委員会業務に係る事項について 

  議案第 53 号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況等の公表 

について 

  議案第 54 号 北信五市農業委員研修会について 



 2

曽 根 会 長 代 理  定刻前ですが、全員お集まりになりましたのでこれから開会し

たいと思います。昨日の信毎に鬼無里の記事、ご覧になった方も

いらっしゃると思いますが、180 年経った古民家を改装して●●

さんという方が貸し出して、農業体験や学生の活動の拠点にして

いきたいという素晴らしい記事が載っていました。鬼無里のほう

には、また見させてもらいに行きますのでよろしくお願いしたい

と思います。 

 第５回総会にご出席いただき大変ありがとうございます。会長

代理の曽根です。本日の進行を務めさせていただきます。はじめ

に農業委員会憲章の唱和を行います。お手元に農業委員会憲章を

お配りしてありますのでご起立をお願いします。私が農業委員会

憲章の第１行の「長野市農業委員会は」まで申し上げますので、

続いてご唱和をお願いいたします。 

 【農業委員会憲章唱和】 

曽 根 会 長 代 理  ありがとうございました。ご着席ください。ただ今から、第５

回総会を開会いたします。本日の総会につきまして、現在の出席

員数は在任委員 25 名中 25 名で過半数に達しておりますので、農

業委員会等に関する法律第 27 条第３項に基づき総会は成立して

おります。あいさつですが、初めに青木会長よりお願いいたしま

す。 

青 木 会 長  皆さん、ご苦労さまでございます。農業委員会会長の青木でご

ざいます。今日、部屋がちょっと狭いですけども、ご容赦いただ

きたいと思います。そうは言いましても新しい、非常に明るい部

屋でありますので、ぜひ明るい話をしていきたいというふうに思

います。梅雨の真っただ中でございますけれども、おかげさまで、

この春からの雨量の、雨の降る時期というのは非常に順調にいき

まして、それぞれの果物だとか野菜の成長は順調にいっているか

というふうに思ってます。 

 一方、昨日、私、地域の開業医に行ったんですけども、また新

型コロナの罹患が増えてきたというドクターのお話も聞きまし

たし、ほとんど駐車場が毎日いっぱいだと。ドクターは、院内に

入れなくて外でPCR検査をしてるというようなことが続いてると

いうことで、まだまだちょっと、確かに２類から５類にはなった

んですけども、ウイルスそのものは基本的には変わっていません

ので、そういう意味では感染というものには非常に気を付けなき

ゃいけないと思っております。それぞれのご家庭も含めて感染対

策を引き続き、注意を払っていただければと思います。 

 本日の農地のつぶやきにて、皆さん方のほうにお配りしており

ましたけども、２、３触れていきたいと思います。一つはご案内

のとおり、農地法の改正がございまして、下限面積要件の廃止に
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つきましては、もう既に皆さま方ご承知かと思います。現に市民

の方々から、この改正に伴って、いわゆる 10 アール未満の農地

を購入したい、それからお借りしたい。全く農業の経験のない方

のそういうケースが出てきてます。今回も、農地法第３条の案件

20 件出てますけども、そのうちの７件が 10 アール未満という案

件が出てきます。 

 いわゆる担い手さんの多様化という面では、私どもも非常にウ

エルカムです。ぜひ、どんどんやっていただいて、農家を体験し

てもらって、その重要性をご理解いただいて、もっと規模を拡大

していただくということでいいんじゃないかなと思いますけど

も、必ずしもそういう方ばかりではないんじゃないかなというふ

うに思ってます。とりわけ私ども、心配してますのは、３条で農

地を買って、１年もしないうちに人に転売するだとか、中にはい

つの間にか駐車場に変わってるとか、そういった違法転用という

ようなケースも、あってはならないんですけども、そういうこと

は想定をしなきゃいけないなと思ってます。 

 基本的には、農業委員会の会議で認めていただければ、それは

それで一つの一区切りですけれど、農業委員会が認めた後も、で

きれば少しの間は注目をして、１年間はどうなんだろうかという

ことを気にかけていただければありがたいかなと思っておりま

す。悪い事例をつくりますと、それがまたどんどん広がっていく

ということも考えられますので、この辺は一つお願いしたいと思

います。 

 二つ目は、凍霜害、それから降雹の被害の問題でございます。

既にご案内のとおり、新聞紙上でも長野市管内で約 1.4 億円の被

害が発生いたしました。被害に遭われた農家の皆さんには心より

お見舞いを申し上げますと共に、私どもといたしましても、先月

の農業委員会でも状況のご報告等いただきましたが、調査会でも

そういうお話を聞いています。私は長野市農業委員会長として、

毎月、県の農業会議に出てます。その場で私も長野市の状況につ

いて報告し、いずれにしても雹、それから凍霜害については、市

町村レベルの話ではない。 

 これは県レベルでどうするかという話なので、直接、農業会議

の望月会長や、当然、県の農政部にも知り尽くされてますんで、

それに対しても長野市の実態等々については報告申し上げて、

早々にアクションを起こしてくれということで、翌日、農業者団

体が県知事のほうに救済の動きをしてくれという申し入れをし

てます。今日、ここに宮﨑委員、阿部委員おりますけども、市議

会でも被害状況については議論をされているというふうに聞い

ておりますので、そこでもまた何らかの結論、方向づけはされる
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んじゃないかなということで、私どもも注目していきたい。そう

いうふうに思います。 

 それから内部の話でございますけども、ご承知のとおり、農業

者年金、ご存じかと思います。農業者のいわゆる国民年金の、さ

らに上積みの、国の制度でございます。長野市でも約 600 名ぐら

い対象になっております。とは申しましても、各地域に推進協議

会という組織があり、事務局は JA になってもらってますけれど

も、実を言いますと、役員の方がほとんど高齢化されちゃって、

１年に１回の総会もままならないっていうのが現状でございま

す。足がないということ、それから当然、もう日常の活動は全く

停滞しているということで、昨年１年間、農業委員会の事務局に

対して、この先どうするか考えてほしいという課題提起がござい

ました。 

 私どもの事務局と、農業委員会の中でも議論というか農業委員

の仕事として、農業者年金の加入促進っていうのは大きな活動の

柱でございます。そんな中で私どもも農業委員会の中で推進する

機能を設けたいということで、これは総会でも決めていただきま

したけども、今日、第１回目、この総会の後、その会議もしたい

というふうに思っております。まだ、制度を知らなくて加入され

てない、特に若い人たち、結構いますんで、そういった方々と、

その辺の動きを知っていただいて活用していただきたいという

ふうに私も思ってますんで、よろしくお願いします。 

 最後に地域計画のお話でございます。各調査会で、おかげさま

でモデル地区をリストアップしていただきました。今日、会議後

半で、農業政策課のほうで、その結果についての話を、説明をし

てくれるということで、今日、時間を取ってますんで、その場で

詳しいことでご質問があればいただきます。今日は農地法関係だ

けで、農振除外の案件も含まれます。それぞれ中身について、慎

重審議かつ忌憚のないご意見をいただければありがたいかなと

思っております。いずれにしても効率の良い会議進めていきたい

と思いますんで、ご協力をよろしくお願いいたします。以上で私

の開会のあいさつにいたします。ありがとうございました。 

曽 根 会 長 代 理  ありがとうございました。続きまして、上田事務局長より報告

とあいさつをお願いします。 

上 田 事 務 局 長  事務局長の上田でございます。皆さまにおかれましては、お忙

しい中、第５回長野市農業委員会総会にご出席をたまわりまし

て、誠にありがとうございます。私からは４月・５月に発生をし

ました長野市の農業農産物の被害について、お話をさせていただ

こうと思っております。お手元に資料、Ａ４判１枚ものの資料で

ございますけれども、４月・５月の農作物の被害についてといっ
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た資料をご用意させていただいてます。こちらの表面でございま

す。１の被害状況、こちらのほうからお話をさせていただきたい

と思います。 

 被害の状況につきましては４月９日、10 日、13 日の３回、市

内全域で降霜を確認いたしました。加えまして９日については松

代地区、信更地区、大岡地区の一部の山間部で短時間ではありま

すが、降雪があったことも確認をしているところでございます。

また、４月 25 日には市内南部でマイナス３度まで気温が下がっ

たという報告が出てございます。さらに５月 15 日には降雹があ

り、浅川地区、朝陽地区で１分程度、若穂地区、松代地区で５ミ

リほどの大きさの雹が、およそ 10 分間降ったことを確認してご

ざいます。 

 その調査の中で資料の写真にもあるように、壊死したりんごの

花弁が目立つ圃場であったり、結実が一つも見られないプルーン

や梨等の圃場。また、降雹によるりんご、あんず、破れましたぶ

どうの花と、現地において、被害の大きさを改めて確認をいたし

ました。被害額につきましては、連続した被害による広範囲にの

ぼる大きな被害が発生しております。また、２ページ裏面ですが、

２の凍霜害被害額でございますけれども、まずりんごです。被害

時期が開花期に入っており、褐変症状や壊死症状により、94 ヘク

タールの被害面積、被害金額が 7,874 万円を見込んでおります。 

 次に日本なしです。被害時期が満開期であり、壊死症状により

12.5 ヘクタールの被害面積で、被害金額が 3,237 万 6,000 円を見

込んでおります。桃でございます。数値はネクタリンも含みます。

被害時期が満開期であり、褐変症状や壊死状態により、37 ヘクタ

ールの被害面積で、被害金額が 2,310 万 3,000 円を見込んでおり

ます。プルーンは、若穂地区を中心に５ヘクタールの被害面積で、

130 万 4,000 円。梅は信州新町地区を中心に５ヘクタールの被害

面積で、114 万 1,000 円となり、次にあんずの 1.6 ヘクタール、

被害額でいうと 41 万 4,000 円となります。 

 最後の花き、他でございますが、平種柿、アスパラ、ワラビ、

シャクヤク等で173万 8,000円の被害を見込んでおるところでご

ざいます。凍霜害の合計被害額は 1 億 3,881 万 6,000 円となりま

す。続いて３、降雹害の被害額について説明をします。初めにぶ

どうです。シャインマスカットが中心で１ヘクタールの被害面積

で 93 万 7,000 円の被害を見込んでおります。次にりんごです。

打撲により 2.3 ヘクタールの被害面積で、被害額は 39 万 8,000

円を見込んでおります。あんずです。収穫を控えた果実に打撲が

生じ、1.5 ヘクタールの被害面積で 19 万 4,000 円ぐらいを見込ん

でおります。雹害の合計被害額が、152 万 9,000 円となります。
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凍霜害、降雹害の被害額合計が 1 億 4,034 万 5,000 円という状況

でございました。 

 報告は以上でございます。本日につきましては、審議いただき

ます農地法関係等議案及び報告が９件。その他のことにかかる議

案等は２件でございます。よろしくお願いします。 

曽 根 会 長 代 理  ありがとうございました。続きまして議長就任ですが、長野市

農業委員会総会会議規則第６条の規定により、会長が議長となっ

ておりますので、青木会長に就任をしていただきます。青木会長、

議事進行をお渡しします。 

議 長  それでは規定によりまして、議事進行を務めさせていただきま

す。皆様方のご協力をよろしくお願いします。着座にて進行させ

ていただきます。最初に議事録署名人の指名を行います。議席番

号 10 番、小林清男委員と議席番号 11 番、清水貢委員、両委員に

お願いします。よろしくお願いします。議事に入る前に確認いた

します。農業委員会等に関する法律第 31 条第１項の規定で、農

業委員会の委員は、自己または同居の親族もしくはその配偶者に

ついては、その議事に参与することができないとしております。 

 本日の議事案件に関しましては、議案第 52 号 非農地決定につ

いてお手元に配布しております別紙１のとおり、関係委員が議事

に参与することができない案件がございます。その他、当事者ま

たは関係者となっておられる方がございましたらお申し出くだ

さい。よろしいですか。 

 【該当なし】 

議 長  それでは、それ以外にはなしということで確認をいたしまし

た。次に、案件の訂正等の報告を事務局よりお願いいたします。 

熊 井 主 幹  事務局、熊井です。よろしくお願いいたします。初めに資料の

確認をお願いいたします。本日、お手元にお配りいたしました資

料、事前に皆さまにお届けし、本日ご持参をいただいております

資料につきましては、別紙総会資料一覧表確認用のとおりでござ

います。ご確認をお願いしたいと思います。それでは資料の訂正

に移ります。本冊の農地法等議案の１ページ１番の受人の氏名の

漢字が間違っておりましたので、訂正票のほうに訂正をさせてい

ただきます。 

 また、別冊の農振除外に関わる意見聴取について訂正がござい

ます。こちらにつきましては議案第 51 号の説明におきまして、

農業政策課より説明をさせていただきますので、ご了承お願いし

たいと思います。以上です。 

議 長  それでは議事に入ります。農地法等にかかる事項につきまして

審議を行います。議案第 47 号 農地法第３条の規定による許可申

請についてを議題といたします。事務局より議案の説明をお願い
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いたします。 

熊 井 主 幹  事案第 47 号 農地法第３条の規定による許可申請につきまし

て、ご説明申し上げます。本冊の１ページをご覧いただきたいと

思います。番号１番から６ページの 20 番までの 20 件でございま

す。内容は、所有権移転案件が 18 件、使用貸借権案件が２件と

なります。５番、６番、９番、11 番、12 番、そして 19 番につき

ましては農家創設でございます。また、２番、３番、４番、８番、

10 番、13 番及び 14 番につきましては、10 アール未満の案件とな

っております。 

 なお、その他の内容につきましては議案に記載のとおりとなっ

ておりますけれども、農地法第３条第２項の各号に掲げる、全て

の農地等を効率的に利用して耕作等を行うと認められない場合

や、周辺農地等の利用上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障

が生じる恐れがある場合など、許可することのできない要件につ

いて確認をいたしましたところ、該当しておりません。従いまし

て、いずれも許可要件を満たしていると判断をいたしました。以

上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議 長  ただ今、事務局より説明がありました。それでは各地区調査会

長から補足説明並びに検討結果に基づいた意見の報告について、

農家創設を含めてお願いをいたします。初めに北部地区調査会長

から、１番から６番についてお願いします。 

善財地区調査会長  北部調査会の善財です。先ほど会長からもありましたが、10 ア

ール未満の取得が、２番、３番、４番ということであります。そ

れから５番、６番は 10 アール以上の取得で、新たな農家創設と

いうことでありまして、先ほどの会長の挨拶のとおり、今後、注

視していかなければいけないというような事案が多くありまし

た。１番は贈与でありますけれども、全て１番、２番、３番、４

番、５番、６番、農地法の許可要件に合致しておりまして、許可

妥当と判断いたしました。以上です。 

議 長  続きまして西部地区調査会長から７番、８番、９番及び 10 番

についてお願いします。 

和田地区調査会長  西部地区調査会長の和田です。よろしくお願いします。まず７

番の事案ですけども、移転面積が 86 ㎡、3.69 ㎡と少ないわけで

すけども、受人の●●様に隣接している土地の売買であって、進

入道路と、農地を整形にし、効率良く行うための移転で、農地法

に適用しており問題はないと思います。８番につきましては、こ

れも 10 アール未満の移転ですけれども、受人の自宅の隣にある

農地を取得して家庭菜園等を行っていきたいという事案であり

まして、そちらについても許可条件に適合しており問題はないと

思います。 
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 ９番につきましては、農家創設であり、こちらにつきましては

受人のお父さまが、もともと持ってた土地が、事情あって渡人の、

これはおじなんですけども、おじさんの名義になっていたという

ことで、おじさんも高齢になり、自分の父親も亡くなっていると

いうことで、今度、●●さんが、受人が取得して新たに農家を行

っていきたいという事案であり、農業に対する意欲もあり、許可

条件に適合しており問題はないと考えてます。 

 10 番につきましては、これも 10 アール未満の取得ですけども、

自宅近くにある梅と梨の植わってる畑であって、いとこ同士とい

うことの事案でありまして、取得して自分が引き続き梅と梨の栽

培を行っていきたいということであり、許可条件に適合してお

り、問題ないと認められます。以上です。 

議 長  続きまして中部地区調査会長から、11 番から 14 番についてを

お願いいたします。 

北村地区調査会長  中部地区の北村でございます。11 番、12 番は農家創設であり

ます。耕作者本人に調査会に出席いただきまして、営農計画書等

のお話をしました。貸したのはいずれも、農業が非常に好きだと

いうことで、本業はあるんですが同時に農業に参入したいと。話

を聞いておりますと、農業の社会的価値を非常によく理解してい

ると認めて、非常に気持ちのいい報告を受けたんですが、さらに

肝心な数字的な裏付けもしっかりしてるということでありまし

て、内容に問題なく許可条件に適合しているというふうに判断を

いたしました。 

 13 番なんですが、先ほど会長のご挨拶にありましたような 10

アール未満なんですが、宅地を、この受人の●●さんが●●さん

から買ったんですが、その前に農地がありまして、本当は一緒に

買いたかったんですけども、10 アール未満の制限があって、農業

者にならなかったというところなんですが、今回それがクリアで

きるということで、ぜひ欲しいということです。必ず農業に使う

ということも確認はしておりますが、本人、造園師なんで、芝を

作ったり養木をしたりするということで言っておりますので、よ

しというふうに判断をしております。 

 それから 11 番は、これは受人のほうが既に耕作をしておりま

したが、今回、この際、権利関係をきちっと整備したいというこ

とで所有権移転をしたものであります。問題ないというふうにい

たしました。以上になります。 

議 長  続きまして南部地区調査会長から９番、15 番、18 番の案件に

ついてお願いいたします。 

小林地区調査会長  ９番につきましては先ほど中部の調査会で報告がありました

けれども、南部の地域も含まれております。篠ノ井西寺尾という、
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９番の５筆目にあります。こちらの農地は南部調査会で審議しま

した。審査の結果、問題ないと判断いたしました。 

 続きまして 15 番、５ページの 15 番から 18 番に関しまして、

いずれも許可条件に適合しているという、調査会では許可相当と

判断しております。以上です。 

議 長  それでは続きまして東部地区調査会長から、19 番及び 20 番に

ついてお願いいたします。 

近藤地区調査会長  東部地区調査会、近藤です。19 番の案件につきましては、借人

の●●さんは、貸人の●●さん、こちらがご実家になります。ご

実家の農地を借りて、農業をやろうと。ご実家にいる頃から農業

にはいそしんでいらしたという中で、これから力を入れていきた

いという農家創設の方です。20 番については、受人の●●さん、

今までもぶどう栽培を中心に若手農業者として奮闘されている

方だということで、今回、自己所有の農地を得た中で、さらにぶ

どうの栽培を拡充されたいということ。また、このあとの５条の

関係でも、農家住宅の関係で、案件がございます。いずれも熱心

に農業に取り組まれるつもりであるという方と判断されます。 

議 長  ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただ今の

事務局説明並びに各地区調査会長からの報告につきまして、ご発

言のある方は挙手を求めます。いかがでしょうか。特にはないで

すかね。 

 【質疑なし】 

議 長  それでは意見なしということで採決に入ります。議案第 47 号

について許可することに、賛成の方の挙手を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  全員の方の賛成を確認しました。議案第 47 号は原案のとおり

決定いたしました。 

 続きまして議案第48号 農地法第５条の規定による許可申請に

ついてを議題といたします。事務局より議案の説明をお願いいた

します。 

熊 井 主 幹  議案第48号 農地法第５条の規定による許可申請につきまして

ご説明申し上げます。７ページをご覧いただきたいと思います。

番号１番から 10 ページ、10 番までの 10 件でございます。１番は

資材置場及び仮設水路を設置する一時転用案件で、許可の日から

令和６年３月 10 日までとしております。２番は駐車場を設置す

る転用案件です。３番及び４番は農家分家住宅を建築する転用案

件でございます。また、この両案件につきましては備考欄に開発

許可と記載がございますとおり、市街化調整区域におきまして、

宅地造成や建築のような開発行為を行う場合に必要となります。

開発許可と農地転用許可の事務は並行して進められ、農地転用許
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可制度の運用におきまして、他法令による許可等が受けられる見

込みがない場合は、農地転用許可がされません。従いまして、開

発許可と記載があるものにつきましては、開発許可の申請を市の

建築指導課が受け付けており、許可見込みのあるものでございま

すます。 

 ５番は資材置場を設置する転用案件です。６番は工事部材置き

場を設置する一時転用案件で、許可の日から４カ月間としており

ます。７番は砂利採取のための一時転用案件で、許可の日から１

年間としております。８番は駐車場及び重機置場を設置するため

の転用案件です。また、同案に農振除外と記載がありますとおり、

令和５年５月 15 日付で、農業振興地域整備計画にかかる農用地

利用計画の変更があったものでございます。９番は農家住宅を建

築する転用案件です。10 番は駐車場及び農業機械置場を設置する

転用案件です。なお、その他の内容につきましては議案に記載の

とおりとなっておりますが、立地基準等許可要件に照らし、特に

問題ないと判断をいたしました。 

 なお、先月の総会で許可すべきものとご決定をいただき、県に

進達しておりました農地法第４条の案件につきましては、２件と

も許可済みとなっています。また、農地法第５条の７件のうち、

６件につきましては許可済みとなっております。開発許可の必要

な１件につきましては、まだ許可書が届いておりません。これに

つきましては特段の指摘がないことから、近々、許可の見込みで

あります。以上、説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

議 長  ただ今、事務局より説明がありました。それでは各地区調査会

長から、補足説明並びに検討結果に基づいた意見の報告をお願い

いたします。初めに、北部調査会長から１番から３番についてお

願いいたします。 

善財地区調査会長  北部の善財です。１番ですが、賃貸借権の設定でありまして、

貸人ですが、●●他５名が貸人となって●●が一時転用におきま

して、資材置場、仮設水路の用地として使用したいというもので

あります。近隣等に影響は少なく問題はないと解釈いたしまし

た。それから２番ですが、賃貸借権の設定によりまして、●●㈱

の駐車場にしたいということでありまして、既存の駐車場がある

わけですが、足りないということで、既存施設の拡張ということ

で、近隣に影響はないということで許可妥当と判断しました。３

番、これは使用貸借権の設定によりまして、農家分家住宅のため

に貸したいというものでありまして、これも問題なしと判断いた

しました。以上であります。 

議 長  続きまして中部地区調査会長から４番についてお願いします。 
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北村地区調査会長  ４番ですけども、農家分家住宅の建設用地の案件ということで

ありまして、借人の母親、祖父母ですけども、それが貸人という

ことであります。申請書類、それと現地に行きまして周辺農地に

影響がないことを確認しまして、調査会で審議しましたが問題な

いということで判断をいたしました。以上になります。 

議 長  続きまして南部地区調査会長から、５番から７番についてお願

いいたします。 

小林地区調査会長  南部地区の小林です。５番につきましては、篠ノ井東福寺にお

きまして、資材置場に転用申請ということになっております。申

請者は千曲市の業者さんでありまして、建設資材を置くために利

用するものということであります。６番につきましては、篠ノ井

の塩崎におきまして、工事部材置場ということで、一時転用の案

件でございます。東京の業者であります、長野市で携帯電話の基

地局の電柱を設置するという事業のために、一時的に利用したい

という案件でございます。 

 次、７番につきましては篠ノ井小松原地籍になります。砂利採

取用地ということで、砂利採取のための一時転用の申請でありま

す。砂利採取につきましては、長野県の建設事務所長が許可をし、

砂利採取法の許可と同時に申請となっております。南部地区調査

会で審議し、周辺農地への影響は認められないと判断いたしまし

た。また、事業計画書には、跡地への良好な土を埋め立てる。農

地の元々の表土 50 センチを敷き、農地へ復元すると計画書には

記載されております。 

 また、事業において生じた周辺住民からの意見への対応は、弊

社、●●さんですけれども、弊社で行うというのが書かれており

ます。計画書に従いまして、事業を実施することを●●の担当者

から確認を取っております。補足がありますが、長野建設事務所

へ確認したところ、隣地への承諾書をいただき、印鑑を、押印も

されているということから、小松原地区の区長さんに同意も得て

いるということを確認しております。以上、３件につきまして、

南部地区調査会においては許可相当とするものと判断いたしま

した。以上です。 

議 長  続きまして東部地区調査会長から、８番から 10 番お願いしま

す。 

近藤地区調査会長  東部地区調査会、近藤です。８番ですが、こちらのほうは建設

事業主というか建設業を営んでいる●●さんのほうで、事業拡大

のために既存の重機置き場と隣接した農地を転用する、同じよう

な、重機置き場、資材置き場として使用したいというものでござ

います。５月には農振除外が行われておりまして、内容的には産

業廃棄物等の持ち込み、搬入は一切ないということで周囲への影
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響もないということで可と判断をいたします。９番につきまして

は、先ほどの３条の関係で、案件がございました●●さんの農家

住宅の建築です。今回、取得した農地の一角に住宅を設けるとい

うことで、圃場に近い、隣接した所に居を構えて、より農業に密

接した生活を送りたいということで、こちらのほうも可と判断し

たものです。 

 10 番につきましては、駐車場、農業用機械置場の設置というこ

とで申請があったものですが、受人の●●さんなんですが、金属

回収業とあります。金属回収業ということであると、いろいろと

廃棄物等のたい積も予想されるのではないかということが、調査

会の中で指摘されまして、後日、調査会の後、当事者、申請人と

代理人の行政書士、また隣接の耕作者等も現場で立ち会いまし

て、再度、事業内容について確認をいたしました。一応、使用の

用途としては同じ松代にあります●●という農機具の販売、修理

を行っている店舗の工場が手狭になったという中で、新たに置場

を確保したというようないきさつがあるようです。 

 扱うものはあくまで修理が必要な中古の農機具、そういったも

のを一時的に保管するということで、現在、金属回収業は●●さ

ん自体は営んでいないということで、農機具の関係に専念をされ

るということでありました。廃棄物の持ち込みもない、また、周

囲の耕作にも影響は認められないのではないかということで、可

と判断をするものでございます。以上です。 

議 長  ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただ今の

事務局説明並びに各地区調査会長からの報告につきまして、ご発

言のある方は挙手をお願いいたします。いかがでしょうか。特に

ございませんか。 

 【質疑なし】 

議 長  それでは意見がないようでありますので、採決に入ります。議

案第 48 号につきまして、許可相当とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  全員の賛成を確認いたしました。よって議案第 48 号は許可相

当と決定いたしました。 

 続きまして議案第49号 農地法第３条の規定による許可の取り

消しについてを議題といたします。事務局より説明をお願いいた

します。 

熊 井 主 幹  議案第49号 農地法第３条の規定による許可の取り消しについ

てご説明を申し上げます。11 ページをご覧いただきたいと思いま

す。番号１番及び２番の２件であります。１番につきましては令

和５年４月 28 日開催の第３回総会におきまして、農地法第３条
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の規定による許可申請において、所有権移転として許可の決定を

した案件でございます。申し出の理由ございますけれども、理由

欄に記載のとおり、事業計画に変更があったことから、許可の取

り消しの申し出があったものでございます。 

 ２番につきましては、令和４年 11 月 30 日開催の第 34 回総会

において、同じく所有権移転として許可決定とした案件でござい

ます。申し出の理由でございますが、理由欄に記載のとおり、双

方の事情によりまして所有権移転が中止となったことから、許可

取り消しの申し出があったものでございます。説明は以上です。

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

議 長  ただ今、事務局より説明がありました。それでは、地区調査会

長から補足説明並びに検討結果に基づいた意見の報告をお願い

いたします。初めに中部地区調査会長から１番についてお願いし

ます。 

北村地区調査会長  中部地区、北村です。１番でありますけれども、譲渡人の●●

さんの娘さんが●●さん、受人ということであります。父親から、

贈与を受けたもので、４月の総会で許可をいただいたものです

が、先ほど事務局から説明ありましたように、事業計画変更の事

情がどうしても発生したということでありまして、今回、取り消

しの申請があったものであります。調査会では相当、議論いたし

ましたが、問題ないというふうに判断をいたしたものでありま

す。以上です。 

議 長  続きまして南部地区調査会長から、２番についてお願いいたし

ます。 

小林地区調査会長  南部地区の小林です。２番の塩崎、篠ノ井塩崎での案件でござ

いますけれども、渡人と受人、土地売買契約が取りやめになった

ということで、調査会では取り消しですけれども問題ないと判断

しております。以上です。 

議 長  ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただ今の

事務局説明並びに調査会長からの報告について、ご発言のある方

は挙手お願いします。私からいいですか。１番、２番ともに現在

の農地の状況っていうのは、引き続き耕作されているというふう

に理解していいでしょうか。 

北村地区調査会長  耕作されてますが、真ん中の●●ですね。ここは一部、耕作さ

れてない場所もあるということです。 

議 長  前任者がやってるという理解でよろしいでしょうか。 

北村地区調査会長  はい。 

議 長 

 

 ２番はいかがでしょうか。●●さんのところは、引き続き畑を

使われてるという理解でいいでしょうか。 

小林地区調査会長  ２番は、これは現在も今までの方が耕作されております。ただ、
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最終的に調整がつかなかったということで、取りやめということ

になったんですね。 

議 長  分かりました。他、いかがですか。特にございませんか。ない

ようでございますので、採決に入ります。議案第 49 号につきま

して、許可を取り消すことに賛成の方の挙手を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  全員の賛成を確認いたしました。よって議案第 49 号は許可を

取り消すことに決定といたします。 

 続きまして議案第50号 農地法第５条の規定による許可の取り

消しについて議題といたします。事務局より説明をお願いいたし

ます。 

熊 井 主 幹  議案第50号 農地法第５条の規定による許可の取り消しにつき

ましてご説明申し上げます。13 ページをご覧いただきたいと思い

ます。本件につきましては、令和４年 11 月 30 日開催の第 34 回

総会におきまして、農地法第５条による、自家用駐車場への転用

案件として、許可相当として決定し、県に進達して同年 12 月９

日付で許可となった案件でございます。申し出の理由でございま

すが、理由欄に記載のとおり予定していた駐車場の設置を中止し

たということから、許可取り消しの申し出があったものでござい

ます。説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

議 長  ただ今、事務局より説明がございました。それでは、地区調査

会長から補足説明並びに検討結果に基づいた意見の報告をお願

いいたします。南部地区調査会長からお願いします。 

小林地区調査会長  南部地区の小林です。50 号、５条の１番の取り消し申請につき

まして、渡人と受人、土地、転用事業が取りやめになったという

話でございます。令和４年の話ですけれども、現状は農地であり

転用事業未着手のため、調査会では問題ないというように判断い

たしました。以上です。 

議 長  ありがとうございます。これより質疑に入ります。ただ今の事

務局説明並びに地区調査会長の報告について、発言のある方の挙

手を求めます。よろしいですかね。 

 【質疑なし】 

議 長  着手いただいてないということですから。ないようでございま

すので、採決に入ります。議案第 50 号につきまして、許可を取

り消すことが相当と決することに賛成の方の挙手を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  全員の方の賛成を確認できました。よって議案第 50 号は、許

可を取り消すことは相当と決定いたしました。 

 続きまして、議案第 51 号 農振除外等にかかる意見聴取につい
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てを議題といたします。農業政策課から議案の説明をお願いいた

します。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 

 農業政策課、高澤と申します。議案第 51 号 農振除外等に関わ

る意見聴取についてご説明申し上げます。資料は別冊「第５回農

業委員会総会議案、農振除外等にかかる意見聴取について」をご

覧ください。説明に先立ちまして、資料の訂正がございます。「第

５回農地法等議案（別冊）訂正表」をご覧ください。こちらにつ

きまして、上から順に説明させていただきます。 

 １ページの除外番号７番の申出者について、●●から、●●外

１名に訂正。43 ページの除外番号７番の申出者について、●●か

ら●●外１名に訂正。49 ページの除外番号８番、申出地地図につ

いて、地図の差し替え。最後の 56 ページの次のページに、昨日、

追加がありまして、57 ページの顛末書の追加になります。以上で

す。お手数をお掛けいたしますが、よろしくお願いいたします。 

 引き続きまして、別冊の説明をさせていただきます。別冊の資

料の１ページ、除外案件受付表がございますので、ご覧ください。

今回の農業振興整備計画の変更は、除外８件、軽微変更１件です。

また、除外番号５、６、７、８については２ページから５ページ

に申出地一覧がございます。それでは各案件について説明させて

いただきます。 

 まず資料６ページ、除外番号１です。事業計画者の●●さんが、

申出地に農業後継者別棟住宅を建設するために申し出するもの

です。除外申出地は篠ノ井塩崎●●で、地目は畑。除外面積は 475

㎡。土地改良事業の実施はありません。農地法は１種農地で、集

落接続のために転用見込みあり。開発許可は 60 条証明により許

可不要となっています。また、除外５要件は全て満たしている状

況です。続いて内容説明ですが、事業計画者は田畑を 5,258 ㎡ほ

ど耕作している両親の農家を手伝い継承していくため、両親宅の

隣地である除外申出地に、農業後継者別棟住宅を建設するもので

す。７ページに位置図、８ページに配置図及び平面図、９ページ

に立面図、10 ページには現況写真を添付していますので参考にご

覧ください。 

 次に資料 11 ページ、除外番号２です。事業計画者の●●さん

が、申出地に農業後継者別棟住宅を建設するために申出するもの

です。除外申出地は、豊野町大倉上堰●●で、地目は畑。除外面

積は 109 ㎡。土地改良事業等の実施はありません。農地法は３種

農地で、原則許可により転用見込みあり。開発許可は 60 条証明

により、許可不要となっています。また、除外５要件を全て満た

している状況です。続いて内容説明ですが、事業計画者は田畑を

２ヘクタールほど耕作している両親の農家を手伝い継承してい
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くため、両親宅の隣地である除外申出地に、農業後継者別棟住宅

を建設するものです。12 ページに位置図、13 ページに配置図、

14 ページに平面図、15 ページに立面図、16 ページには現況写真

も添付していますので、参考にご覧ください。 

 次に 17 ページ、除外番号３です。事業計画者は●●組 組長、

●●さんになります。事業計画ですが、●●さん所有の申出地に

おいて、既に防火水槽として農地以外に利用していることから、

追認案件となります。除外申出地は、豊野町大倉字上堰●●。地

目は畑。除外面積は 22 ㎡。土地改良事業の実施はありません。

農地法は３種で、原則許可のため転用見込みあり。開発許可は許

可不要となります。 

 続いて内容説明ですが、50 年以上前に当時の豊野町より、防火

水槽設置の要請があり、事業計画者である●●組が、豊野町にも

報告した上で、防火水槽を設置しました。申出地は農用地区域の

変更が必要という認識がなかったため、今回、改めて申出するも

のです。位置図は先ほどと同様、12 ページで、18 ページに配置

図、19 ページに平面図、立面図、20 ページに申出地の現況写真

を添付しておりますので、参考にご覧ください。 

 次に資料 21 ページ、除外番号４です。事業計画者の●●さん

が、申出地に倉庫、作業所、駐車場を建設するために申出するも

のです。除外申出地は若穂綿内●●で、地目は畑。除外面積は 626

㎡のうち、234 ㎡で分筆を進めています。土地改良事業等の実施

はありません。農地法は１種農地で、既存の拡張のため転用見込

みあり。開発許可は 60 条証明により、許可不要となっています。

また、除外５要件は全て満たしている状況です。 

 続いて内容説明ですが、事業計画者は田畑を 5,058 ㎡ほど耕作

していますが、自宅隣接地で耕作を行うために機材・資材の保管

が必要であり、農業用倉庫等を設置することにより、効率的な作

業が可能となることから、今回、当該地の一部を申出するもので

す。22 ページに位置図、23 ページに求積図、24 ページに配置図、

25 ページに立面図、26 ページには現況写真を添付していますの

で、参考にご覧ください。 

 次の資料 27 ページ、除外番号５です。事業計画者の●●さん

が、申出地に農家住宅を建設するために申出するものです。除外

申出地は信更町今泉字前田●●外２筆で、地目は田、除外面積は

670 ㎡、土地改良区はありません。農地法は２種農地で、非代替

性により転用見込みあり。開発許可は 60 条証明により許可不要

となっています。また、除外５要件は全て満たしている状況です。 

 続いて内容説明ですが、事業計画者は田畑を 8,090 ㎡ほど耕作

していますが、既存の農家住宅が、県道の拡幅改良事業にかかり、
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取り壊しが必要となったため、４メートル道路に接し、現在の住

宅の近い場所にある当該地に、新たな農家住宅を建てるために申

し出するものです。28 ページに位置図、29 ページに配置図、30

ページに立面図、31 ページに平面図、32 ページには現況写真を

添付していますので、参考にご覧ください。 

 次に 33 ページ、除外番号６です。事業計画者の●●株式会社

が申出地に工場を建設するため申出するものです。除外申出地は

若穂川田●●外 13 筆で、地目は畑。除外面積は 6,883 ㎡。土地

改良事業等の実施はありません。農地法は１種農地で、既存の拡

張により転用見込みあり。開発許可は法 34 条７号により許可必

要となっています。また、除外５要件は全て満たしている状況で

す。 

 続いて内容説明ですが、事業計画者の事業は堅調であり、新工

場を建設し、生産量を増加させる必要があります。申出地は、既

存敷地の隣接地であり、新工場を建設することで一体的利用によ

る効率的運用が可能となるため申出するものです。34 ページに位

置図、35、36 ページに配置図、37 ページに立面図、38、39 ペー

ジに平面図、40、41 ページに求積図、42 ページが申出地の一部

ではありますが現況写真を添付していますので参考にご覧くだ

さい。 

 次に 43 ページ、除外番号７です。事業計画者の●●株式会社

が申出地に駐車場を移転するために申出するものです。除外申出

地は風間●●外４筆。地目は畑。除外面積が 1,977 ㎡、長野平土

地改良区の受益地ですが、土地改良等の実施はありません。農地

法は１種農地で、既存の拡張のため転用見込みあり。開発許可は

駐車場のため、許可不要となります。 

 続いて内容説明ですが、事業計画者が現在利用している駐車場

が、産業団地開発の区域に含まれるため、駐車場の移転を計画し

ました。事業所隣接地かつ周囲が産業団地開発区域、Ｍウェーブ、

駐車場に囲まれた当該地が周辺農地への影響が少なく申し出す

るものです。位置図は 44 ページ、45 ページに現況平面図、46 ペ

ージに計画平面図、47 ページに申出地現況写真を添付しています

ので、参考にご覧ください。 

 次に 48 ページ、除外番号８です。事業計画者の●●株式会社

が、申出地に産業用立地開発を行うために申出するものです。除

外申出地は大豆島●●外 111 筆。地目は田、畑。除外面積は

99,295.42 ㎡。長野平及び善行寺平土地改良区の受益地ですが、

地域未来投資促進法を適用します。農地法は１種農地で、地域整

備法での転用見込みあり。開発許可は必要となります。また、こ

ちらの地域整備法は総称でありまして、地域未来投資促進法が含
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まれます。 

 続いて内容説明ですが、申出地については交通の利便性に優れ

ており、精密機械関連事業や、建設関連産業、卸・物流業の立地

適正が高く、地域未来投資促進法の長野地域基本計画の条件に合

致し、地域経済に寄与する企業を誘致するために申出するもので

す。49 ページに位置図、50 ページに配置図を添付していますの

で、参考にご覧ください。また、商工労働課のほうから補足説明

がございます。資料につきましては訂正表の配置図の後ろに、地

権者の皆さまへの説明資料といったパワーポイントの資料がご

ざいますので、こちらのほうをご覧ください。それでは商工労働

課のほうに説明お願いします。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 商工労働課の堀内と申します。私のほうから補足説明をさせて

いただきます。まず、そちらの資料なんですけど、ちょっと古い

ものですけれども、昨年６月に地権者説明会の中で使用した資料

からの抜粋になりますので、よろしくお願いします。裏面を見て

いただいて、事業の目的というところなんですが、今回の開発が

長野市のほうで企画したものでございまして、事業の趣旨としま

しては、現在、長野市では産業立地に供する大規模な用地がない

ことから、工業系の新たな産業用地を開発するということの趣旨

でございます。下の（２）の事業手法のところですけれども、②

の民間提案をベースとして、市と協議して作成する事業計画に基

づき、民間の開発手法により実施するというものでございます。 

 それでは下段のこれまでの経過というところで、地権者さんと

の経過ですとか状況についてご説明させていただきます。まず令

和３年の９月 15 日と 18 日に、地権者の皆さまですとか、地元住

民の皆さまを対象にした説明会を実施し、新たに工業系の産業用

地を開発すること。大豆島地区を第一候補地にすることなどをご

説明させていただきました。説明会の後、９月の末から 10 月に

かけて、意向調査というものを実施しました。内容としては、自

分の土地が産業用地になることについて、どのように思ってるか

というような意向調査を実施しました。その後、少し時間空きま

すけれども意向調査等の中で、開発の手法に対する疑問や不安の

声などをいただいたため、令和４年１月 31 日と２月１日に勉強

会という名目で地権者さんを対象にした説明会を実施しまして、

事業について再度説明し、事業に対する理解を深めていただきま

した。その後、令和４年の２月７日から 21 日ぐらいにかけまし

て、事業者募集など次の段階に進めることについて、どう考えま

すかというような内容で、２度目の意向調査というものを実施い

たしました。 

 その意向調査の結果、約９割近い地権者さまの同意をいただき
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ましたので、令和４年３月 29 日に事業者募集など、次の段階に

進めていきたいということを説明させていただくための説明会

を実施いたしました。今回、民間開発ということで、４月から５

月にかけまして、この場所を開発する事業者さんと立地する事業

者さんのグループを募集して、選定をいたしました。５月 26 日

に事業者グループが決まったことを受けまして６月３日に説明

会を開催し、事業者が決定した旨の報告と、事業者さんを紹介す

るための説明会を実施いたしました。 

 資料についてはここまでなんですが、その後、１カ月後の７月

３日に、再度、説明会を実施して、事業の手法ですとか流れにつ

いて、もう一度、説明をさせていただきました。この説明会以降、

事業者グループの皆さんが地権者さんのお宅へ個別に伺って、用

地交渉をしております。事業者さんのほうで、反対の方もいらっ

しゃったんですが、粘り強く交渉していただきまして、先月の５

月末までに全ての地権者さまのほうから同意を得まして、当地の

売買契約が完了しているという状況でございます。私からは以上

です。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 

 除外番号８については以上となりまして、次、また別冊のほう

に戻っていただきまして、資料 51 ページ、軽微変更番号１です。

事業計画者の●●さんが、申出地で農業用資材倉庫を利用するた

め申し出するものです。除外申出地は若穂綿内●●で、地目は田。

軽微変更面積は 164 ㎡。農地法は農用地区域内農地における農業

用施設のため転用見込みあり。開発許可は許可不要となっていま

す。除外５要件ですが、①から④までは条件を満たしていること

を確認しております。⑤番については、軽微変更の場合、変更後

も農業のように供していくことから、土地改良事業等完了から８

年未経過の条件を満たす必要がないため、要件から除いておりま

す。 

 続いて内容説明ですが、事業計画者は田畑を 4,132 ㎡ほど耕作

しており、耕作地に近い申出地において、農業用資材等を保管す

るため、農業用倉庫を建設し利用しています。農用地区域の用途

区分変更が必要という認識がなかったため、今回、改めて申出す

るものです。位置図は 52 ページ、53 ページに配置図、54 ページ

に平面図、55 ページに立面図、56 ページに現況写真。差替資料

の 57 ページに顛末書を添付しておりますので参考にご覧くださ

い。また、こちらの件については事前の調査会の中で、現地を確

認したところ、木材等の置き場になっており、農具用資材倉庫と

しては扱われていないとの意見がありました。調査会の意見を担

当行政書士及び申出者に伝えたところ、６月末から７月初旬には

是正するとの回答をいただいております。除外及び軽微変更の説
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明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議 長  農業政策課及び商工労働課より説明がありました。それでは地

区調査会長から補足説明なり、検討結果に基づいた意見の報告を

お願いいたします。初めに北部地区調査会長から２番、３番、７

番、８番についてお願いします。 

善財地区調査会長  まず２番ですけれども、ページは 11 ページになります。農業

後継者別棟住宅を建てたいということで、私道と宅地に挟まれた

所に後継者の別棟邸宅を建てたいということでありまして、これ

は網掛け、見るとおり、集団性を損なうようなことにはならず支

障がないということで、除外妥当という結論に達しました。 

 それから除外番号３と２番、関係あるんですけども、３番につ

いては 17 ページをお願いします。これは防火水槽が 50 年以上前

に作られていたけれども、手続きを踏んでいなかったということ

が、今回、この 18 ページの防火水槽の南側、新設建物とありま

して、既存建物が親の家、それからその隣に後継者別棟住宅を建

てたいということから、今回、この２件の除外申請が出されたも

のでありまして、問題なしという判断をいたしました。 

 それから７番になりますけれども、７番は、ページは 43 ペー

ジでありまして、駐車場を設置したいということでありまして、

隣接の土地と立体的に利用をしたいということで、周辺農地への

影響はないという判断をいたしました。それから除外番号８です

が、48 ページをお願いいたします。それぞれ除外番号７と除外番

号８番、同じ所なんですけれども、今回、除外が同時期に行われ

るということでありまして、除外ナンバー８につきましては、本

日、差し替え資料をお配りいただいていまして、分かりやすく説

明をいただきましたので、当日、農業政策課からご説明いただい

た内容が、本日の差し替え資料ではっきり分かるということであ

りますけれども、エムウェーブの南側にあるおよそ 10 ヘクター

ルの農地を除外して、先ほどご説明のあった市が関与した事業を

行うっていうことであります。エムウェーブとの間に斜線を引い

た部分がありますけれども、これは道路の付け替え等が必要だと

いうことから、エムウェーブの代替駐車場、それから道路の付け

替えも行うということで、これはそちらのほうで手続きが行われ

ます。それから東側、県道に沿って細長く南北になるこの土地、

これは県道の拡幅で総合見直しに合わせて除外されるというこ

とでありまして、申出地の矢印が道路の所に止まってますけど、

その西側、灰色で、黒枠で囲んである部分、斜線部のない網掛け

の所、こちらが 9.9 ヘクタール、約 10 ヘクタールの除外をする

ということでありまして、事業の妥当性等、勘案いたしまして、

以上４件除外、問題なしという結論に達しました。以上でありま
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す。 

議 長  続きまして、南部地区調査会長から１番、５番についてお願い

いたします。 

小林地区調査会長  南部地区の小林です。１番の篠ノ井塩崎における除外申請。10

ページの写真をご覧いただけますか。●●さんが、この写真でい

きますと上の写真で１軒お家がございますけれど、こちらが両親

の自宅ということです。これに隣接する農地になります。こちら

に後継者別棟住宅の建設っていうことで除外申請が出ておりま

す。調査会でも問題ないと判断しております。 

 続きまして 27 ページ、除外番号５番です。●●さん。こちら

の案件につきましては、図面見ていただければ分かりますかね。

今泉のバス停という所に、既存家屋の矢印がありますけれど、ち

ょうどその道路にかかる所にお家があります。詳しくは 32 ペー

ジの写真を見ていただきますと、写真２枚あるんですけども、下

にある写真の中心にお家がありますけれども、こちらのお家です

ね。これが、今回、道路を拡幅するということで、引っ掛かって

しまう。そこで手前に、耕作されているとか、花が植わっている

ような畑がございますけれども、こちらの所に家を建てるという

申請です。 

 ですから農地を除外していただいて、自宅にするという申請で

ございます。お近くの方でありますし、自分の農地を利用するっ

ていう案件でございます。特に問題なしと判断し、調査会ではよ

ろしいんじゃないかと。可とすることにいたしました。以上です。 

議 長  続きまして東部地区調査会長から、４番、６番と、軽微変更の

１番についてお願いします。 

近藤地区調査会長  東部地区調査会、近藤です。まず除外番号４番、21 ページです

が、●●さんが、農地の一部に倉庫を設置するというもので、倉

庫の周辺は果樹園という中で、周囲への影響も認められないとい

うことで判断いたしました。 

 続きまして除外番号６番、●●株式会社が事業主の案件です。

33 ページです。●●株式会社は川田の工業団地内で、第１、第２

工場を既に稼働させています。今回、事業拡大という中で、工業

団地内には新たに設けられないという中で、隣接の広大な農地が

ありますが、そちらのほうに第３工場を建設したいというもので

あります。建設予定地の南側には既に駐車場が設置されてまし

て、これは転用が決まっているものでございます。●●さんでは

金属表面加工、メッキ処理っていうことで、水の関係が心配され

るということで、地元説明会の中でも水の関係の質問等、一番多

かったっていうようなことを聞いております。 

 水については外部へ一切流さず処理をした中で進める。また、
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水質検査についても毎月、現在も毎月、関係の部署の方々に配布

をして確認をしていただいている。さらに今後は検査の内容、判

別したものを配布して確認していきたいというご予定です。ま

た、水の量ということで地下水も利用されるということなんです

が、農業に影響のない深層部からの採集を考えている。それから、

建設する建物が、高さが 15 メートルということで、特に北側に

隣接している圃場への日照の影響が大変心配されるところでは

あります。 

 実際、工場側のほうで、春夏秋冬の影響等も事前に確認はされ

ているようです。また、南側の駐車場とその間にある市道、そこ

の市道の払い下げる等も検討されているということで、もし、そ

の話し合いが実現すれば工場自体、なるべく南側に持っていく中

で建設を進めたい。北側になるべくスペースを空けたい、日照を

回復させたいということもご努力いただいているようです。 

 地域の皆さん、いずれにしてもご心配もあるようなんですが、

工場でも十分それに配慮して対応を進めるような取り組みであ

るという中で、この件については可と判断をいたしました。大き

な農地が一遍に転用されるというような事態が今後も予想され

ている中で、これからの地域計画の中で農地の位置づけ等も検討

していくっていうことが必要ではないかと言う意見も調査会の

ほうでもいただきました。 

 軽微変更の１番、51 ページです。先ほどの農業政策課の説明の

とおり、申し出内容と現状、調査したところ、相違が確認された

ということで、調査会の中では継続審議ということにいたしまし

た。先ほどのお話の中で今後、改善をされるということなので、

改善の結果を待つということになると思います。以上です。 

議 長  それではこれより質疑に入ります。ただ今、東部地区調査会長

から軽微変更の１件については、調査会で検討した結果、現段階

では妥当性を欠いているんではないかという説明がありました。

それでは質疑応答及び採決に入りますが、まず農振除外が８件

と、軽微変更１件について分けて議論したいと思います。 

まず農振除外の８件について、農業政策課からの説明、さらに

は地区調査会長からの報告についてご発言のある方の挙手を求

めます。阿部委員。 

阿 部 委 員  今、この建物の説明いただいたんですが、建物が 15 メーター

っていうことになれば、今、調査会長、言われたように作物に対

する被害の影響が出てくるんじゃないかと思うんですよね。でき

るだけ南側に建物、建てるっていうことを言ってると思うんです

けど、実際には駐車場のほうに高い所を建てていただいて、被害

が被らないようにするっていうことを前提に、どうしても被害が
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被ったときには、一定度の補償をするっていうことはしないと、

農業を続けていくっていうことになればまずいんじゃないかな

と思うんで、その辺のところは検討していただきたいと思いま

す。 

議 長  そしたら、すいません、質疑として聞かせていただきます。農

業政策課さん、今の阿部委員の内容、聞いて何かあれば。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 

 そういった被害が、調査会長からもご説明もありましたよう

に、認証、同意、説明会、そういったところにつきましては十分

注意をして、詳細に説明をしていると聞いておりますので、そう

いった形で納得していただいた上でご申請はしていただいてい

るという、今の状況ではございます。 

議 長  阿部委員、いいですか。 

阿 部 委 員  被害、被ったときに、申請者の側の答弁っていうか、または農

家の継続、営設して農業をやっていく人たちの農業被害について

の考え方は、何か発言されたんでしょうか。 

議 長  ちょっと補足しましょうか。阿部委員さん、私がたまたま同じ

東部地区調査会で調査会も出席しましたし、さらにその前の現地

説明会も、今回だけじゃなくて既にこういう説明会を２回、行っ

ているんですよね。その中で、先ほど調査会長も申し上げました

ような指摘を現地でさせていただいて、隣は桃畑なんです。当然、

おっしゃったように日陰になる。いわゆる生産量が落ちるのでは

ないかということ等々、あと品質レベルが落ちるのではないかと

いうお話をさせていただきました。まず、あったのは、春夏秋冬

の日の、15 メーターにおける日の差し方の推測図、そんなの出し

てもらったり、当然、その辺の影響があるんで、思いきって南の

ほうに出してもらってというようなこと含めて、取りあえず現段

階で想定される建物の日陰については、ほぼ避けられるっていう

ことは一応、今の時点では確認できてます。さらに、これから不

都合があれば、日陰とはいいませんけども、農家に対する、当然、

防除だとか、いろいろな問題が出てきますんで、あれば当然、相

談をお聞きしますよということは、現地説明会では、口頭では聞

いています。だからその辺は、また改めて、農業政策課さんが先

方さんとの確認の中でしていただくということだと思っており

ます。それでよろしいでしょうか。 

阿 部 委 員  はい。 

議 長  じゃあ他に農振除外の８件について、ご質問等ございましたら

お願いします。私のほうからいいですかね。●●さんの件で、駐

車場にするんですよね。●●さん、これ地図どこ、会社どこにあ

んの？ 

農 業 政 策 課  44 ページを見ていただきまして。 



 24

高 澤 主 査 

議 長  どこにあんの？ 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 

 申出地の南西といいますか、ここに隣接する土地のこちらが工

場になります。 

議 長  この、字風間って書いてあるじゃん。この辺にあんの？ 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 
 申出地の隣ですね。 

議 長  隣接なんだ。てことはもう、歩いてすぐだっていうことだよね。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 
 そうです。 

議 長  もっと俺、違うほうにあって歩いてくるのかなと思ったらそう

じゃないんだね。分かりました。それから続けていいですかね。

除外番号８番の件で聞きたいんですけども、対象農家さんが何件

で、現地説明会、いわゆる地域説明会、行ったときに、農家さん

から代替を求めているようなことがあったのかどうかとか、農地

の売買なのか、貸借なのか。そこら辺についてもう少し詳しいレ

ポートをしてほしい。今の話じゃおおざっぱ過ぎて。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 代替については、約 10 軒ほどの地権者さんのほうから。 

議 長  10 軒の農家さんから申出があったわけね。それはどうなったん

ですか。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 それも●●さんが、用地交渉とかをやってますので、そちらの

ほうで代替地、探してほぼ代わりの代替地が見つかったような状

況。 

議 長  10 軒ですと、面積的にはどのくらいなんですか。トータル面積、

どのぐらいの面積、求めてる。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 代替地の関係は、ちょっと今、把握してないんですけど。申し

訳ないです。 

議 長  農業委員会の総会なんで、農地については相当、一番私ども第

一優先で聞きたいんですよ。その辺、本当はリスト出してもらっ

て誰がどのぐらい求めてるか、どういうところに求めようとして

るのかっていうデータぐらいは総会で出してもらわなきゃ。それ

は採決できない。そのぐらいの気持ちで来てください。これだけ

の広大な面積。それは準備できます？また。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 大丈夫です。 

議 長  分かりますよね。もう既に地権者説明会とか、先ほど意向調査

で、ほぼ全部の地権者と合意を得られそうだというお話。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 もう地権者さんとは、土地の売買契約っていうのは終了してお

りますので。 



 25

議 長  売買ということは、全部、買うことに。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 そうです。 

議 長  いわゆる利用権設定とか、そういうことじゃない。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 ではなく。 

議 長  100 パーセント売買？ 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 そうです。取得です。 

議 長  代替地の見込みを聞きたい。 

場所の問題とか、作る作物によっては土壌の問題とかいろいろ

あるじゃないですか。それについては誠意を込めて動いてやって

ください。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 なるべく近くの場所で、同じような、田んぼなら田んぼで同じ

ような状態のものを探していただいて、おおかた希望するものが

見つかったっていうことは聞いております。 

議 長  この種の話っていうのは、地元の農業委員さんとか、最適化推

進員さんには、お話しされてるんですか。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 以前、大豆島の農業委員さんにもお話はさせていただいて。 

議 長  ていうことは初耳じゃないんですね。今回の農振除外に出てき

て、こんなのやってるという話じゃないですよね。当然この中で。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 この開発自体の話はしてらっしゃると思います。 

議 長  それは、該当の委員さん、良いですよね？そういう理解で。い

ずれにしても私どもは農業者さんの代弁ですから、その辺ちゃん

とつかんだ上で話を進めていかないと、誰のための農業委員会か

分かんなくなっちゃうから。そこだけはちょっとお願いをした

い。そういう話は一度、すいませんけど改めてデータ出してもら

えません？当然で私らも守秘義務ございますので、どなたがどの

程度の農地を求めてて、どこに求めるんだと。それが現に実現で

きるかどうかっていうことも必要があったら農業委員さん経由

でフォローするようにしますから。良いですか？ 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 分かりました。 

議 長  それは、いつ頃、出ます？ 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 なるべく早めに。 

北村地区調査会長  一つ。 

議 長  北村委員、どうぞ。 
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北村地区調査会長  初歩的なことで、今の会長の案件について教えてほしいんです

が、これは要するに地域未来投資促進法というのがあって、それ

に基づいて長野地域基本計画っていうのを作られたっていうこ

とですね。それはいつぐらいの話。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 

 もともと基本計画っていうのは既にできていたんですけども、

内容を若干、変更したもので、それは昨年の 12 月に基本計画変

更っていうのが、国のほうから同意はいただいています。 

北村地区調査会長  昨年の 12 月みたいだね。この 49 ページ、農地、ここの産業団

地ですよね。ここをやると。これは既に５号地まで農地あるみた

いで、掛かるみたいですけど、これは全部、埋まる予定になって

いるわけですか。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 そうですね。ここを縦割りして。 

北村地区調査会長  出てくる企業さんとも、それは合意済みで、ここは空くってい

うことはないっていうことで進めているっていうこと。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 そうですね。 

北村地区調査会長  それと、ここにある民間開発手法ってあるけど、ありますもん

ね、説明会、事業のところにあるんですけども、民間開発手法っ

ていうのは、ここに●●が事業計画者になってますけども、民間

で全て内容、詰めてくっていうことが趣旨なんですか。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 そうですね。 

北村地区調査会長  そういうことですか。市が直接、入るんじゃなくてね。 

商 工 労 働 課 

堀 内 課 長 補 佐 
 基本的には今おっしゃった●●さんが入ることになってます。 

議 長  いいですか。 

北村地区調査会長  ありがとうございます。 

議 長  他、いかがでしょうか。いいですか。それでは農振除外の、ま

ず８件について採決を、質問なければこれについて採決に入りま

すけど、よろしいですかね。先ほどの除外番号８番については、

こちらのほうからお願いした内容、これは提出していいただく前

提で、これから採決入りますけどよろしいですかね。それではま

ず、皆さんに確認をしてもらいます。農振除外８件について、こ

の内容を、農振除外相当とすることに賛成の方の挙手を求めま

す。 

 【全員挙手】 

議 長  全員の方の賛成を確認できました。よって農振除外８件につき

ましては、農振除外相当ということに決定いたします。 

 続きまして軽微変更１件についてでございますけれども、改め
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て農業政策課さん、この１件についてどういうふうに取り扱うと

いうことですか。今回の追加資料、57 ページに出してもらってま

すよね。これをもって改めて農業委員会として検討していくとい

うことでいいですか。それとも先ほど言ったように現場と提出資

料が合ってないから、現場が終わるまでこれについては延長して

もいいっていう理解でよろしい。どちらで。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 

 現状と今の資料が合っていないということがありまして、この

顛末資料を出したからといって変わるような状況でもございま

せんので、現場の是正が行われた後に、また検討していただけれ

ばと思っております。 

議 長  ということは、今日、この段階では保留という形でよろしいで

すか。結論についてはね。じゃあ現場、確認できてから改めて確

認するというふうにさせてもらいますけど、いいですかね。 

農 業 政 策 課 

高 澤 主 査 
 はい。 

議 長  委員の皆さん、それでよろしいですか。 

 【異議なし】 

議 長  じゃあ、今日の取り扱いは、この軽微変更１件につきましては

改めて現場確認が終わった段階で再上程されて確認したいとい

うふうに思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。農振除外の案件につきましては、以上でございま

す。軽微変更については改めて継続審議ということで、それ以外

については、長野市長に意見を提出します。 

 続きまして議案第52号 非農地決定についてを議題といたしま

す。事務局より議案の説明をお願いします。 

熊 井 主 幹  議案第 52 号 非農地決定につきましてご説明申し上げます。農

地法等の議案、本冊でございますが、15 ページをご覧いただきた

いと思います。番号１番から 19 ページの 114 番までございます。

非農地決定でございますけれども、農地利用状況調査で、山林・

原野と判定された農地につきましては、農地所有者に調査結果と

非農地通知交付申請書を送付いたします。農地所有者から申請書

が事務局に届きまして、総会で非農地決定をさせていただきます

と、農地所有本人へ、非農地決定通知書を発行し、この時点で、

農業委員会の農地台帳へも非農地として反映をさせます。 

 また、農地所有者は送付されました非農地決定通知書を添付す

ることで、法務局で地目変更登記を行うことができます。19 ペー

ジに面積の集計を載せてあります。今月、ご決定いただくものは、

山林が 34 筆、面積が 19,649 ㎡、原野が 80 筆、面積は 35,165.8

㎡。合計で 114 筆、54,814.8 ㎡でございます。多くは３月に、対

象者に、調査結果と非農地通知交付申請書を送付したことからま
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とまって、申請があったものでございます。説明につきましては

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議 長  ただ今、事務局の説明がありました。これより質疑に入ります

が、当案件につきましてはお手元の別紙１のとおり、農業委員会

等に関する法律第 31 条第１項に該当しますので、関係する委員

に退席いただき、審査から採決まで単独で行いたいと思います。 

それでは委員が関係する別紙１を除いた非農地決定について、

発言のある方は挙手をお願いします。 

 【質疑なし】 

議 長 ないようですので、それでは委員が関係する別紙１を除いた非

農地決定について、採決を取りたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。それでは、この議案について賛成の方の挙手を

求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  ありがとうございました。全員の方の賛成が確認できました。 

続きまして、委員が参与することが出来ない別紙 1 の案件につ

いて質疑・採決を行います。それでは●●委員さん、退席をお願

いいたします。 

 【●●委員退室】 

議 長  それでは委員が関係する、非農地決定の議案の番号 23 から 25、

●●委員さんが関係する非農地決定について、発言のある方は挙

手をお願いします。 

 【質疑応答】 

議 長  それでは、質疑がございませんので採決に入ります。当案件に

ついて、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めま

す。 

 【全員挙手】 

議 長  ありがとうございました。全員の賛成の確認が取れました。 

●●委員さん、入室をお願いします。 

 【●●委員入室】 

議 長  以上、議案第 52 号については、すべて原案どおり決定いたし

ました。 

 それでは続きまして報告第14号 農地法第４条第１項第８号の

規定による届出について、報告第 15 号 農地法第５条第１項第７

号の規定による届出について及び報告第16号 農地法第４条の規

定による農業用施設（２アール未満）の届出について、事務局よ

り説明をお願いいたします。 

熊 井 主 幹  報告第14号 農地法第４条第１項第８号の規定によります届出

についてご報告申し上げます。21 ページをご覧いただきたいと思

います。番号 12 番から 23 ページの 20 番までの９件でございま
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す。農地を農地以外に転用する場合には、県知事の許可が必要で

ございますが、市街地区域内の農地はあらかじめ農業委員会に届

け出ればよいとなっております。４条の転用届となり、自己転用、

いわゆる農地の権利移動を伴わない転用届でございます。いずれ

も市街地区域内の農地の届出でございまして、内容につきまして

は記載のとおりとなっておりまして、書類等に特に問題がなく、

事務局長専決によりまして受理しておりますので、ご報告申し上

げます。 

 続きまして報告第15号 農地法第５条第１項第７号の規定によ

る届出につきましてご報告申し上げます。25 ページをご覧いただ

きたいと思います。番号 16 番から 29 ページの 32 番までの 16 件

でございます。同じく市街地区域内の届出でございまして、５条

の転用届でございます。農地の権利移動を伴う転用届になってい

ます。内容につきましては記載のとおりとなっており、書類等に

特に問題はなく事務局長専決によりまして受理しておりますの

で、ご報告申し上げます。 

 続きまして報告第16号 農地法第４条の規定による農業用施設

（２アール未満）の届出についてご報告申し上げます。31 ページ

をご覧いただきたいと思います。番号１番から３番までの３件で

ございます。農業用施設を整備する場合、施設に要する敷地面積

が２アール未満で、要件に当てはまる場合は４条許可が不要でご

ざいます。農業委員会届出を提出していただいております。内容

につきましては記載のとおりでございます。書類等に特に問題は

なく事務局長専決により受理しておりますので、ご報告申し上げ

ます。以上、報告案件の３件につきましてご説明を申し上げまし

た。よろしくお願いいたします。 

議 長  ただ今、事務局から報告第 14 号、第 15 号、第 16 号について

説明がありました。この内容について発言がある方は挙手をお願

いいたします。いかがでしょうか。大丈夫ですかね。 

 【質疑なし】 

議 長  質問がないようでございます。報告案件でございますので、ご

了承いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、これで農地法関係は全部、終わったんですね。３

時過ぎたんで、ちょっと休憩、取りましょうか。今、部屋の時計

で３時 10 分ですから３時 20 分に再開いたします。３時 10 分ま

で休憩に入ります。よろしくお願いします。 

 【休憩】 

議 長  それでは会議を再開いたします。続きまして議案第 53 号 令和

４年度農業委員会の農地利用の最適化推進状況等の公表につい

てを議題といたします。それでは事務局から本案件の説明をお願
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いします。 

松橋事務局長補佐  事務局の松橋です。私のほうから説明させていただきます。着

座にて失礼いたします。令和４年度農業委員会の農地利用の最適

化の推進の状況、その他事務の実施状況の公表についてご説明い

たします。農業委員会では、農地等の利用の最適化の推進を主な

必須事務と位置づけております。農業委員会等に関する法律第 37

条の規定により、農地等の利用の最適化の推進の状況、その他、

農業委員会における事務の実施状況について公表することとし

ています。内容については、役員会、地区調査会でも説明させて

いただいていますので、よろしくお願いいたします。 

 １枚目をご覧ください。農業委員会の状況として、現在の体制

の数値と農家、農地等の概要については、農林業センサス等の統

計上の数値となっております。おめくりいただきまして、２枚目

をご覧ください。Ⅱの最適化活動の実施状況については、農地の

集積の現状と課題の現状集積率は 10.5 パーセントとなっており

ます。課題につきましてはご覧のとおりとなっております。目標

に対しての実績ですが、今年度末の集積率は 11.1 パーセントと

なり、目標値が 13.7 パーセントですので、達成状況は 81 パーセ

ントとなっております。今後、年々集積目標は上がるため、達成

状況も厳しくなる状況にあります。 

 （2）の遊休農地の発生防止・解消については、１号遊休農地の

面積は 44.8 ヘクタール、このうち緑区分 24.2 ヘクタール、黄色

区分 20.6 ヘクタールとなっております。課題といたしましては、

農業経営者の高齢化や担い手不足に伴い、農地の管理が難しく、

結果的に遊休農地が増えていくといった現状を挙げさせていた

だきました。おめくりいただきまして、３枚目をご覧ください。

目標に対しての実績ですが、緑区分の遊休農地の解消実績面積、

7.3ヘクタールとなり、目標面積５ヘクタールを上回ったため146

パーセントとなり、目標達成となっております。黄色区分の工程

表の策定状況については、実績はありませんでした。 

 点検結果として、掘り起こし事業により 7.3 ヘクタール、新規

発生の緑区分、遊休農地の解消につながったといたしました。（3）

新規参入の促進については、現状についてはご覧のとおりとなっ

ております。課題については、多様な担い手確保のため、新規参

入者の育成と掘り起こしを課題といたしました。おめくりいただ

きまして、４枚目をご覧ください。 

 新規参入者の参入状況のみ、実績 50 経営体、取得面積 22.8 ヘ

クタールとなっております。点検結果で新規参入者への貸付等に

ついての公表は、農業公社等の関係機関と検討していきたいとい

たしました。２、最適化活動の活動目標の（1）の日数目標につい
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ては 10 日となっております。（2）の活動強化月間の設定につい

ては、利用状況調査と利用意向調査の実績で３回となっておりま

す。おめくりいただきまして、５枚目をご覧ください。（3）の新

規参入相談会の参加についてですが、農家相談会での新規参入の

相談回数となるため、４回となっております。開催時期と場所に

ついては、ご覧のとおりとなります。 

 下の目標の達成状況の評語になりますが、今までの評点を加算

しまして、合計８点となり、評語は目標に対して期待どおりの結

果が得られたとなっております。推進委員等の点検評価結果につ

きましては、点検結果の算出方法が変わりまして、役員会、調査

会の数値から一部変更となっております。目標の達成には影響あ

りませんので、ご参考までとしてください。最後に、６枚目をご

覧ください。Ⅲの事務の実施状況については、いずれも目標設定

したものではなく、農業委員会の事務の実施状況となりますの

で、ご覧いただければと思います。なお、ただ今、説明いたしま

した公表につきましては、総会で決定後、県への提出、ホームペ

ージで公表していく予定となっております。ご審議のほう、よろ

しくお願いします。 

議 長  ただ今、事務局から説明がありました。いずれにいたしまして

も、令和４年度農業委員会の農地利用最適化推進状況を公表する

という内容ですね。これはホームページにこの内容が掲載される

ということです。それぞれ役員会、それから地区調査会で具体的

な説明をさせていただいているし、ご理解いただいていると思っ

ております。改めてご意見はなかろうかと思いますけれども、念

のために皆さんのほうからこの内容について、ご意見ございます

か。特によろしいですかね。 

 【質疑なし】 

議 長  それでは採決に移ります。議案第 53 号については、原案どお

り決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  ありがとうございました。原案のとおり決定することに決まり

ましたので、報告をいたします。 

 続きまして、議案第 54 号 北信五市農業委員会研修についてを

議題といたします。それでは事務局から本案件の説明をお願いし

ます。 

笠井事務局長補佐  事務局の笠井です。よろしくお願いいたします。着座にて説明

させていただきます。議案第 54 号 北信五市農業委員研修会につ

いてでございます。資料の２番、Ａ４、１枚の紙をご覧いただき

たいと思います。２番の目的のところでございます。北信五市な

んですけれども、須坂市 21 名、中野市 37 名、飯山市 20 名、千
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曲市 30 名、こちらの市は農業委員と推進委員含めてございます。

長野市につきましては、農業委員さんだけ 25 名、合計で 133 名

が相集い、業務の知識の取得、連絡協調及び親睦をはかるため、

合同の研修会を開催するものでございます。３番の開催市でござ

いますが、開催は年１回で持ち回りの当番制を取っております。

本来でありますと、令和２年度に当番市となっておりましたが、

コロナのために３年間開催できず、今年度の開催という形になっ

てございます。 

 ４番の日時でございますが、令和５年８月 21 日の月曜日、午

後２時からを予定してございます。５番の場所でございますが、

ホテル国際 21、３階千歳の間でございます。６番の来賓につきま

しては、長野市長と長野市農林部長を予定してございます。７番

の研修内容でございますが、２項目ございまして、一つ目は講演

会と情勢報告。二つ目としましては、事例発表としまして、飯山

市の農業委員会さんのほうから活動事例の報告をいただく予定

になってございます。 

 ８番の懇親会でございますが、研修会の終了後、４時 30 分か

ら同会場にて懇親会を開催したいと思います。懇親会費用が

7,000 円かかるわけでございますが、こちら市の予算で 5,000 円

用意できております。つきましては差額の2,000円につきまして、

懇親会参加者に限りまして2,000円徴収させていただいて開催を

したいと考えております。他の市につきましては、7,000 円の請

求をする予定でございます。その下に丸がありますけれども、研

修会のスケジュールでございます。まず、研修会自体は２時から

始まりまして４時までの 120 分間を予定しております。 

 その後、移動をしまして、移動としましても千歳の間の半分を

研修会会場、その隣に懇親会会場という形になっておりまして、

隣の会場に移動するようなイメージでございますが、４時半から

６時半までの２時間、懇親会を開催したいと考えております。私

からの説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

議 長  ただ今、令和５年度北信五市農業委員会研修会の開催について

事務局から説明いたしました。私どもと同じで、近隣の市との交

流会をやりましょうと、久々ですね、２年ぶりですかね。コロナ

でできなかったんで。そんなことで、いろんな情報交換もいいで

しょうし、長野市の農業委員会の人は初めての懇親会となります

ので、できれば、なんなら全員ご出席いただければありがたいな

という意味も込めて確認をしたいと思います。質問ございます

か。よろしいですかね。 

 【質疑なし】 
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議 長  それでは採決に入ります。議案第 54 号 原案のとおり決定する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

 【全員挙手】 

議 長  ありがとうございます。全員の賛成が確認できましたので、議

案第 54 号は原案のとおり決定いたしました。 

 以上で予定いたしました議事は終了しましたけれども、皆さん

のほうから特別、議案として提案等ございましたら。阿部委員、

どうぞ。 

阿 部 委 員  先ほど、再開発っていうか工場の関係で地域説明会をやったっ

ていうことで言われたんだけど、関係農業委員はぜひ義務的に呼

んでもらうっていうことが大事じゃないかと思うんですね。後々

の問題も、農業者の皆さんもいろいろ心配してると思うんで、そ

のために農業委員、選ばれてるので、いろんな関係があろうが農

業に関するものについては、農業委員にも出席していただくって

いうことでお願いしたい。 

議 長  ご意見として。事務局から何かコメントがあれば。 

熊 井 主 幹  そういったことにつきましては、担当課のほうと調整をさせて

いただきまして、担当課から農業委員さんのほうにも声を掛けて

いただくような形で説明をさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

議 長  阿部委員さん、いいですか。 

阿 部 委 員  もう一ついいですか。会長のほうの農地のつぶやきの中で出て

た、凍霜害の関係で、1 億 4,000 万の被害を被って、それから今

後どうなるかってあるんですけど、先ほど会長のほうで言ったよ

うに、市会議員として６月議会に災害の様子について聞いたり、

それの補償についても聞いたりっていうことでやってます。豊野

の地域でも農業関係者と一緒になって農業政策課にも申し出に

行ったりっていうことでやったと思うんですが、収入金保険とか

果実の関係での、それから農作物の関係での農業共済の保険とか

っていう形で促進はしてるけど、なかなか入れてないという問題

もあったりするんだけど、1 億 4,000 万の災害の農業災害の中で、

農業共済や収入金保険に入ってて、それで対応できたところはい

いと思うんですけど、しかし入ってて、この被害では補填に対応

しなかったっていうことになれば、収入金保険とか果樹共済とか

農業共済とかっていうところでは、せっかく入ったのに災害があ

っても対象にならなかったっていうことであれば、入る意味がな

くなっちゃってる。 

 災害があるから５年入ってたんだけど、それが該当しなかった

から駄目だったということにつながってしまうと思うんで。その

ときにどうやってカバーをするかとか、農業委員会としてもそう
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だし行政としても、どうやってカバーするのか。毎回、掛け金を

やっていて、それで災害がなければ掛け金の何割かは戻ってきた

りっていうことで出てくると思うのね。長野市でも保険に対して

は一定程度、支援をしてるっていうことがあると思うんで、そう

いう支援も含めながら、災害があったときに保険が適用できるよ

うな方法を PR するとか、そこは改善しなきゃいけないっていう

ことも、農家の皆さんの切実な要望だと思うんで、どうやって改

善するかっていうことも、農業委員会としても対応しなきゃいけ

ないんじゃないかと思うんですが、その辺のところのアピール

と、加入促進と実績と改善点という、その辺のところを常に農業

者が災害があっても補償がされたり、さらには農家を継続できる

っていう意欲を持たせるようなことをやってかないといけない

んじゃないかって思うんですが。 

議 長  おっしゃる趣旨は十分理解できますんで、事務局のほうから。

じゃあよろしくお願いします。 

上 田 事 務 局 長  今、委員のほうからご指摘がありました災害時におけます保険

制度、また共済制度といった形で、本市の場合は農業共済組合っ

ていう、いわゆる NOSAI 長野の行っております収入保険であった

り、今回の果樹共済、こういった制度がございます。今回の災害

の中で、こういった加入者の方につきましては、まずは各北信支

所等で状況の届出をしていただきながら対応していっていただ

く。また、実際に共済の結果というのが収穫期であったり、収入

金の場合には、こうした深刻な場合がございますので、結果は出

てくると思います。 

 そういった中での結果も含めたところで、長野市の担当させて

もらっている農業政策課もありますし、事務局としても、あらゆ

る支援の中で漏れがない形を取るにはどうやったらいいのかっ

ていうのを課題として、関係する各位にあげていきたいと思いま

す。 

議 長  阿部委員、よろしいですか。 

阿 部 委 員  いいですか。もう一つ、台風 19 号のときには国が大災害って

いうことで、かなり厚い、農機具もほとんど９割、今までにない

やつで。日頃の災害もうちらからすれば災害と同じなんだよね、

農家とすれば。大災害っていうから、大災害っていうのは本当に

ひどい状況だったと思うんですね。農業委員の皆さんも私も少し

はお手伝いに行ったりしてますけど、それはそれで本当に災害だ

もんね、確かに。 

 しかし自然災害っていうのは、災害なもんで、本当は災害であ

れば何らかの形で補償するっていう前提を何とかつくっていか

ないと、保険入ってたとか入らなかったとかっていうだけじゃな
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くて、そこのところをもうちょっと前向きに考えていくっていう

ことをしないといけないんじゃないかと思いますので、また力を

合わせて災害に対応することをやっていただくようにしていた

だきたいと思います。 

議 長  ありがとうございました。阿部委員さん、基本的には農業共済 

については農業政策課が窓口になって、実務的にはそれで動いて

もらってるんですよね。これは余分なことかもしれないけど、た

またま、この７月に理事の改選がありまして、私が今度、NOSAI 長

野の理事に入りました。なもんで、今度は直接、色々とそういう

声も含めて、当然制度の見直しもあると思うんですよ。制度の見

直しして、そういったこともしやすくなると思うんで、時あれば

またそういったことも理事会の中で発言できるようなことはし

ていきたいと思います。非公式ですけど。よろしくお願いします。

他よろしいですか。 

山 夲 委 員  すいません、教えてもらえますか。 

議 長  山夲委員。 

山 夲 委 員  初めてなもんで、令和５年度北信五市農業委員会の研修会なん

ですが、クールビズでいいのか。 

笠井事務局長補佐  はい、クールビズです。 

山 夲 委 員  ネクタイ何もなしでいいんだよね。今日みたいな格好で。 

笠井事務局長補佐  今日、これで決定させていただきましたので、しっかりとした

ご案内の通知、出しますので。 

山 夲 委 員  分かりました。ありがとうございます。 

議 長  それでは準備いたしました議題につきましては、全て皆さんの

ご協力で処理することができました。議長を、これで退席させて

いただき曽根代理さんのほうに進行を戻します。よろしくお願い

します。 

曽 根 会 長 代 理  議長、ご苦労さまでした。以上で本日の議事は終了となりまし

た。次に８のその他に移ります。本日の議事全体を通して皆さま

からご意見等ありましたら伺いたいと思います。よろしいです

か。じゃあ地域計画。 

農政課農業政策課 

神 田 課 長 補 佐 

 農業政策課の神田と申します。よろしくお願いいたします。着

座にて失礼します。私のほうから、地域計画のモデル地区の選定

についてということで、ご報告申し上げたいなと思っています。

お手元に、左側にモデル地区の選定についてと書かれたＡ４ペー

パーございますでしょうか。そちらのほうをご覧ください。まず

は６月の地区調査会におきまして、各調査会から１カ所ないしは

２カ所、モデル地区を選定いただきました。全部で７地区になり

ました。どうもありがとうございました。今後、８月の下旬頃か

ら協議を進めてまいれたらと思っておりますので、ご協力お願い
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したいかなと思っております。 

 具体的な７地区なんですけれども、豊野と第１、第５地区、そ

れから鬼無里、更北、篠ノ井中央、大岡、若穂綿内、この７地区

で先行して始めさせていただければなと思っております。この地

区で協議の場を開始させていただきますけれども、ここで都度、

いろいろ知見を蓄積いたしまして、そのノウハウを今後全ての地

区において、活動して円滑に地域計画のほうを策定できればなと

思っておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。私のほう

からは以上でございます。 

曽 根 会 長 代 理  ありがとうございました。地域計画等につきまして質問はあり

ますか。またモデル地区の皆さんにつきましては会議等あります

ので、よろしくお願いしたいと思います。では笠井さんのほうで。 

笠井事務局長補佐  今後の日程についてご説明させていただきます。次第のほうを

ご覧いただきたいと思います。今後の日程ですが、次回第６回の

総会でございます。７月 31 日の月曜日、午後１時半から午後４

時まで。場所は会議室 203、第２庁舎の 10 階でございます。 

 続きまして裏面をご覧いただきたいと思います。２番上のほう

でございますが、これは地区調査会の日程が記載させていただい

ております。３番の下のほうでございますが、今後の会議等日程

一覧でございますが、新しく記載してございますのは、１番の令

和５年度長野県農業委員会女性協議会長野支部総会でございま

す。これは女性委員全員の参加となってございます。 

 その他には新たに６番の役員会、７番の北信五市関係、８番に

第７回の総会の記載をさせていただきました。第７回の総会は、

８月 31 日、月曜日でございます。午後１時 30 分から午後４時ま

で。会場はこちらの 141 会議室になります。来月はまた 10 階に

戻りまして、再来月８月はまたこちらになりますので、ご注意い

ただきますようお願いいたします。大変お忙しい時期でございま

すけれども、日程調整していただきますよう、ぜひともよろしく

お願いいたします。私からの説明は以上でございます。 

曽 根 会 長 代 理  ありがとうございました。 

山 夲 委 員  ２番、これ、追加だったっけ。 

笠井事務局長補佐  ２番、モデル地区。これはモデル地区の農業委員さんだけ。 

山 夲 委 員  で、いい？ 

笠井事務局長補佐  だけです。担当の委員さんのほうにはご通知、出してあります

ので、ない方は大丈夫です。 

曽 根 会 長 代 理  よろしいですか。 

  すいません、４番、対象、会長、会長代理他ってありますけど。 

笠井事務局長補佐  大変失礼いたしました。こちらは地域計画の代表者である北村

中部地区調査会長お一人に、その他１名っていう形で出ていただ
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きたいと考えております。 

曽 根 会 長 代 理  よろしいですか。じゃあ以上をもちまして第５回の総会を終了

といたします。長時間にわたりまして、ありがとうございました。 

   

 
 


